
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
胸
に

　
成

人
の

つ
ど

い
が

８
月

1
4
日

、
町

民
会

館
で

開
催

さ
れ

、
新

成
人

３
１

人
の

門
出

を
祝

い
ま

し
た

。
　

式
典

で
は

、
新

成
人

を
代

表
し

、
能

代
涼

太
さ

ん
と

菊
谷

真
里

さ
ん

が
「

新
成

人
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

、
強

い
意

志
と

決
意

を
も

っ
て

人
生

を
切

り
拓

い
て

い
き

た
い

」
と

誓
い

の
こ

と
ば

を
述

べ
、

決
意

を
新

た
に

し
ま

し
た

。

平
成
27年
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第
四
十
二
回
お
と
べ
温
泉
＆
産

業
ま
つ
り
が
八
月
九
日
、
乙
部
温

泉
郷
で
開
催
さ
れ
、
海
の
幸
つ
か

み
取
り
や
農
水
産
物
販
売
、
ふ
れ

あ
い
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
も
う
と

会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

保
育
園
の
山
車
行
列
と
千
人
踊

り
パ
レ
ー
ド
や
景
品
入
り
も
ち
ま

き
、
ラ
ム
ネ
・
ビ
ー
ル
の
早
飲
み
、

縄
跳
び
大
会
な
ど
で
会
場
は
大
い

　

第
二
十
七
回
乙
部
町
ふ
れ
あ
い

交
流
盆
お
ど
り
・
花
火
大
会
が
八

月
十
四
日
、
乙
部
漁
港
中
央
ふ
頭

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
を
ふ
頭
中
央

に
構
え
、
イ
カ
釣
り
漁
船
が
会
場

を
明
る
く
照
ら
す
中
、
山
車
六
台

が
集
ま
り
、
会
場
は
夏
祭
り
の
雰

囲
気
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

寺
島
三
姉
妹
の
民
謡
シ
ョ
ー
で

北
海
盆
歌
や
道
南
ナ
ッ
ト
節
な
ど
、

盆
お
ど
り
の
十
八
番
が
始
ま
る
と
、

来
場
者
は
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
二
重
、

お
と
べ
温
泉
＆
産
業
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
盆
踊
り
・
花
火
大
会

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
夏
ら

し
い
暑
さ
の
中
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も

ビ
ー
ル
を
楽
し
み
、
日
が
沈
ん
で

か
ら
も
夏
の
夜
を
楽
し
む
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
町
制
施
行
五
十
周
年
を

記
念
し
、
九
月
六
日
に
道
道
乙
部

港
線
内
で
「
町
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

三
重
の
輪
を
作
っ
て
盆
お
ど
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

間
近
で
迫
力
の
あ
る
花
火
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
の
花
火

大
会
は
、
三
千
五
十
発
の
花
火
と

町
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
た

仕
掛
け
花
火
の
「
祝
50
周
年
」
の

文
字
が
、
乙
部
の
夏
の
夜
空
と
会

場
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
子
供
た
ち

か
ら
「
乙
部
最
高
～
！
」
な
ど
と

歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
帰
省
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
も
っ
と
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
、
毎
年

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
再
会

を
喜
ぶ
声
や
笑
い
声
が
響
く
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
、
踊
り
と
花

火
で
夏
休
み
の
一
日
に
彩
り
を
添

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
も
、
町
内
外
の
企
業
や
個

人
、
ふ
る
さ
と
会
な
ど
か
ら
の
寄

付
金
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
大
き
な
一
助
と
な

り
ま
し
た
。

祭りの夜空を彩る大輪

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

９月６日（日）午前１０時３０分～午後8時　町制施行50周年記念「町民ふれあいま　つり」が開催されます。　特設会場：旧ブンテン跡地（緑町）道道乙部港線 歩行者天国
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第
三
十
一
回
元
和
台
マ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
七
月
二
十
六

日
、元
和
台
海
浜
公
園「
海
の
プ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候

に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
家
族
連
れ
や
夏
休
み
中
の
子

供
な
ど
約
七
百
人
が
訪
れ
、
短
い

乙
部
の
夏
を
楽
し
も
う
と
決
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

イ
カ
ダ
レ
ー
ス
の
ダ
ッ
タ
ン
漂

流
記
で
は
、
少
し
波
が
高
く
大
人

　

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り
が
、

夏
休
み
の
子
供
達
や
家
族
、
帰
省

客
ら
で
に
ぎ
わ
う
八
月
十
四
日
、

元
和
台
海
浜
公
園「
海
の
プ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
数
日
間
続
く
暑
さ
や
、

お
盆
休
み
期
間
中
と
の
事
も
あ
り
、

来
場
者
は
約
千
五
百
人
を
集
め
る

盛
況
で
し
た
。

　

ウ
ニ･

ツ
ブ
・
ホ
タ
テ
の
放
流

を
皮
切
り
に
、
氷
上
か
き
氷
早
食

い
大
会
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り

も
子
供
も
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
水
上
ゴ
ザ
走
り
で
は
軽

快
な
足
取
り
で
渡
り
き
る
子
供
や
、

途
中
で
転
ん
で
海
に
落
ち
て
し
ま

う
大
人
の
姿
に
、
会
場
に
は
歓
声

と
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
目

玉
イ
ベ
ン
ト
、
ツ
ブ
・
ウ
ニ
・
ホ

タ
テ
の
手
づ
か
み
体
験
で
、
子
供

た
ち
は
目
を
丸
く
し
て
新
鮮
な
海

産
物
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

か
き
氷
の
早
食
い
は
、
足
の
冷

た
さ
と
、
突
然
襲
わ
れ
る
頭
痛
と

の
た
た
か
い
で
、
リ
タ
イ
ア
す
る

子
も
い
れ
ば
、
勢
い
良
く
口
に
か

き
込
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
本
州
や
函
館
市
か

ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
る
と
い
う

人
な
ど
十
人
が
参
加
し
、
水
着
の

紹
介
や
、
審
査
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
ー
ズ
を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
、

笑
い
と
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。

　

夏
休
み
終
盤
の
海
の
プ
ー
ル
で

は
、
家
族
連
れ
や
友
人
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

乙部の夏
ふるさとの夏

９月６日（日）午前１０時３０分～午後8時　町制施行50周年記念「町民ふれあいま　つり」が開催されます。　特設会場：旧ブンテン跡地（緑町）道道乙部港線 歩行者天国
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災害から身を守るために！

台風・集中豪雨に備えを!!
　９月１日は防災の日です。

　また、８月３０日から９月５日は「防災週間」、９月の１ケ月間は「防災月間」と定められています。

　近年乙部町では、人的被害を伴う災害はなかったものの、大雨での家屋などの床上浸水による避難勧告の

発令や道路の通行止めなどで生活に影響がありました。

　このような場合や、さらに大きな災害が予想されるとき、地域や家族みんなで災害を知り、避難所や避難

方法、いざという時の連絡方法や非常持ち出し品などの確認が必要となってきます。

　９月は、台風シーズンで北海道も例外ではありません。

　万が一の災害に備えて、防災・減災のために確認したいポイントを紹介します。

　近年では、全国的に異常気象が多く見られ、北海道内でも竜巻や局地的豪雨などにより洪水や土砂災害が

起こるようになりました。

　記憶に新しい平成２５年８月１８日に乙部町を襲った記録的な豪雨では、河川が増水し避難勧告が発令さ

れ、国道では道路が冠水し、一時通行止めになりました。

　日頃から、安全な避難場所や避難経路の確認、食料など物資の備蓄などを備え、災害時は隣近所で助け合

うことが大切です。

災害は忘れた頃にやってくる ～災害は必ず起こるものとして備えましょう～

　最近良く耳にする「ゲリラ豪雨」は、局地的な集中豪雨の中でも降雨の範囲が非常に狭く、降雨時間が短

いにもかかわらず時間あたりの降雨量が非常に多い雨のことを言います。

【 集中豪雨・ゲリラ豪雨が発生する前兆 】

●黒い雲が近づいてくる　　　　●雷鳴が聞こえてくる　　　　●急に冷たい風が吹いてくる　　など

集中豪雨・ゲリラ豪雨はいつ発生するのか？

　　　　　　　　　●河川が増水し氾濫する　　　　●地盤が緩み、がけ崩れが発生する　

　　　　　　　　　●床下・床上浸水の恐れ　　　　●排水溝から水が溢れて、道路が冠水する

豪雨により河川が増水した際には、様子を見に行くなどの不用意な外出は控えましょう

集中豪雨が起こると予想される災害

　災害時に的確な行動をとるためには、正確な情報を得ることがとても重要です。

　台風など気象情報については、事前に防災気象情報を得ることができ、テレビやラジオ、携帯電話などで

も情報を提供していますので、活用して下さい。

　乙部町では、防災行政無線を整備しており、全ての家庭に個別受信機を設置し、町内19か所に屋外拡声

器が設置され、災害が予想される時には情報をお伝えします。

　家庭に設置されている個別受信機は、停電時には商用電源から乾電池に自動で切り替わるので、常にコン

セントに差し込んでいることと、年に一回は、乾電池を交換することが必要です。

防災気象情報や警報について

〔4〕



　台風や集中豪雨などにより災害が発生する恐れが高まった時、町から避難についての情報が発表されます。

　避難を要する災害が発生した場合、迷うことなく避難できるよう、自宅や勤務先などからの避難経路を確

認しておくと避難までの時間が短縮でき、身を守ることにつながります。

①避難準備勧告　【人的被害の発生する可能性が高まった状況のとき】

　河川水位の上昇や気象状況などから判断して、避難が必要と予想される場合に発令します。

　適切に避難できるように準備してください。

②避難勧告　【人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況のとき】

　今後の雨などの状況により、洪水などの恐れがある場合に発令されます。

　速やかに避難所へ避難してください。

③避難指示　【人的被害の発生する危険性が非常に高いと判断された状況のとき】

　避難指示が出たら、隣近所や地域で協力して、直ちに避難所へ避難してください。

避難情報は、災害に応じて次の３種類が町から発令されます

危
険
度

高

● 動きやすく安全な服装で、運動靴を履きましょう。

サンダルや長靴は危険なこともあります。

● 持ち物はリュックに入れるなど、いざという時に

両手が使えるようにしましょう。

● 道路が冠水した場合など、水の中を歩くときは側

溝などに足を取られないように、長い棒などで確

認し足元に十分注意しましょう。

　 また、水の深さがひざの上まである時は、無理を

して避難所へ行くよりも２階など高いところにと

どまるほうが安全な場合もあります。

避難をするときの注意点・各地区避難場所

暴風、豪雨、豪雪、洪水等の災害に関する避難場所

地区 避難場所（施設名） 地区 避難場所（施設名）

滝 瀬 滝瀬寿の家
姫 川

旧姫川小学校

元 町

元町みなと交流館 乙部ヘリポート

生きがい交流センター 旭 岱 旭岱寿の家

プラザおとべ 千 岱 野 千岱野ふるさと館

緑 町

乙部小学校 富 岡 富岡へき地保健福祉館

ケアセンターおとべ 鳥 山 ゆりの里活性化センター

高齢者ふれあいセンター
栄 浜

栄浜ふれあいセンター

乙部中学校 栄浜小学校

緑町寿の家 元 和 元和交遊館

館 浦

町民会館 三 ツ 谷 三ツ谷研修会館

館浦研修会館 潮見・花磯 明和小学校

館浦温泉（光林荘・いこいの湯） 豊 浜 とよはま地区センター

　災害が発生すると、水・電気・ガス・通信などのインフラ設備が停止する可能性があります。

　復旧までの間、自宅で生活できるように水や食糧、生活用品、防災セットなどの備えが必要です。

基本的な防災セット　～非常持ち出し品リスト～

１次持ち出し品
　基本的な非常持ち出しリスト

No. 品　　名 備考メモ
1 □ 懐中電灯 電池式は予備電池を忘れずに。1人1個がベスト
2 □ 携帯ラジオ 被災地の情報収集は不可欠。予備電池を忘れずに。
3 □ ろうそく・ライター 長時間の使用に適している。点火の際使い勝手が良い。
4 □ 缶入り乾パン 最低限の食料として。
5 □ ペットボトル入り飲料水 水は「1人1日3ℓ」の備えが必要だが、持ち運びを考えると半分の「1人1日1.5ℓ」
6 □ 救急セット・常備薬 防寒用としても使えるマスクも忘れずに。持病薬は処方箋。
7 □ 万能はさみ ハサミ、ナイフ、缶切りなどの複合ツールがあると便利。
8 □ 軍手・皮手袋・ロープ 軍手は綿100％のものを。皮手袋はガラスの破片の処理に。
9 □ レジャーシート 1人あたり1畳分程度ほしい。避難先のスペース確保に。
10 □ 防寒着 携帯性のある軽量防寒着
11 □ タオル ケガの手当てなど用途は広い。少し多めに準備。
12 □ ポリ袋 大小あわせて。雨具の代用としてかぶるなど、汎用性が高い。
13 □ トイレットペーパー・ウエットティッシュ 水に溶けるトイレットペーパーはトイレの他、用途が多い。
14 □ 笛（ホイッスル） 居場所を知らせ、助けを求める手段。
15 □ ガムテープ（布製） 自宅を出る時、伝言メモとして貼るなど。
16 □ 筆記用具・油性マジック 伝言を書く。

２次持ち出し品
　避難所・自宅避難生活

品　　名

飲料
□ 飲料水
□ 非常用給水袋

食料

□ レトルト・インスタント食品
□ 乾パン・切り餅
□ 缶詰類
□ 即席スープ・みそ汁
□ ビスケット、キャンディ、チョコレート
□ 塩

衣類 □ 上着・下着・靴下

生活
用品

□ タオル・毛布
□ 雨具
□ 乾電池
□ 卓上コンロ・ガスボンベ
□ 固形燃料
□ 鍋・やかん・ラップ
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八
月
七
日
早
朝
、
旧
栄
浜
保
育

園
隣
の
墓
地
隣
に
仕
掛
け
た
檻
に
、

体
長
１
４
０
セ
ン
チ
、
体
重
１
１

０
キ
ロ
の
オ
ス
の
ヒ
グ
マ
が
捕
獲

さ
れ
ま
し
た
。

　

檻
に
入
っ
た
熊
は
、
う
つ
伏
せ

に
な
っ
て
何
度
か
低
い
声
で
う
な

り
な
が
ら
も
、
観
念
し
た
の
か
と

て
も
大
人
し
い
様
子
で
し
た
。

　

捕
獲
さ
れ
た
ヒ
グ
マ
が
、
鳥
山

の
神
社
や
栄
野
の
あ
す
な
ろ
Ｆ
Ｄ

セ
ン
タ
ー
（
旧
み
ど
り
工
房
）
付

近
で
目
撃
さ
れ
て
い
た
熊
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

民
家
の
す
ぐ
近
く
で
の
目
撃
情
報

が
多
い
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

警
戒
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
九
月
～
十
一
月
に
か

け
て
ヒ
グ
マ
は
冬
眠
前
の
活
動
期

に
入
り
、
栄
養
備
蓄
の
た
め
、
た

く
さ
ん
の
食
物
を
食
べ
ま
す
。

　

山
菜
取
り
や
登
山
の
際
に
出
会

い
頭
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
山
林
に
入
る
際
は
必
ず

熊
鈴
等
を
身
に
着
け
、
声
を
出
し

て
歩
く
な
ど
し
て
自
分
の
存
在
を

ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
お
と
べ
会
（
井
口
政
次
会

長
・
会
員
三
百
九
十
七
人
）
と
、

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会（
田
中
稔
会
長
・

会
員
三
百
四
十
人
）
が
八
月
十
四

日
、
共
同
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
お
と
べ
荘
に
タ
オ
ル
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
東
京
お
と
べ
会
櫻
井
文

夫
事
務
局
長
が
お
と
べ
荘
を
訪
問

し
、
お
年
寄
り
に
直
接
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
手
渡
し
、「
元
気
に
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

お
と
べ
荘
の
野
崎
施
設
長
は

「
地
域
の
方
々
の
協
力
や
入
所
者

の
ご
家
族
、
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
お
と
べ
会
で
は
会

員
の
方
か
ら
の
寄
付
金
で
、
毎
年

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
花
の
苗
の

寄
贈
や
、
日
頃
か
ら
各
ふ
る
さ
と

会
か
ら
様
々
な
形
で
支
援
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
会
の
方
々
の
故
郷
を

思
う
気
持
ち
は
と
て
も
暖
か
く
、

　

乙
部
町
戦
没
者
慰
霊
祭
が
八
月

一
日
、
宮
の
森
公
園
忠
魂
碑
前
で

し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
遺
族
や
関
係
者
約
七

十
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
へ
深
く

哀
悼
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
戦
没
者
の
氏
名
が
奉

読
さ
れ
、
実
行
委
員
長
式
辞
に
引

き
続
き
、
寺
島
町
長
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ

ら
れ
、
参
列
者
全
員
で
忠
魂
碑
に

献
花
し
、
戦
地
で
命
を
落
と
さ
れ

た
方
々
に
平
和
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

栄
浜
で
ヒ
グ
マ
捕
獲
！

た
く
さ
ん
の
元
気
を
乙
部
町
に
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

日　時：平成27年10月3日（土）　午後1時～
場　所：東京都千代田区九段北4-2-25　アルカディア市ヶ谷
対象者： 乙部町出身者を中心に、乙部町に縁のある首都圏在住の

方が約100人参加し、懐かしい顔を見ながら思い出話を
楽しみます。

　　　　 　ご親戚やお知り合いの方に入会を希望されている方、
総会への出席を希望されている方がおりましたら、9月
8日までに乙部町役場総務課までご連絡ください。

お問い合わせ先： 乙部町役場総務課　62-2311

東京おとべ会が開催されます

お
と
べ
荘
に
ふ
る
さ
と
会
か
ら
贈
り
物

永
遠
の
平
和
を

願
っ
て

〔6〕



検 診 日：平成27年10月17日（土）　午前9時～午後2時
場 　 所：厚沢部町保健福祉センター
主 　 催：肝がん検診団
検診費用：６, ０００円（当日、会場にてお支払い下さい。）
検診内容：問診、採血、腹部エコー、療養相談
申込締切：9月30日（水） 先着50名
申込み先・お問合せ先：肝がん検診団事務局
　　　　　　　　　　電話　011-350-1008
受付時間：午前９時～午後５時　留守番電話対応（月土日祝休み）
※折り返し受診時刻などを記載した予約票を発送します

【対象となる方】
　Ｂ型肝炎ウイルスを持っている方（ＨＢＶキャリア）
　Ｃ型肝炎ウイルスを持っている方（ＨＣＶキャリア）
　肝臓病のある方、過去に肝臓病になったことのある方
　輸血や血液製剤を使用したことのある方
　家族に肝臓病のある方
　治療を中断された方
　肝臓専門医の診察を一度も受けたことのない方
　脂肪肝やメタボリックシンドロームが気になる方

檜山地区肝がん検診のお知らせ

打ち忘れていませんか？

高齢者肺炎球菌予防接種
　インフルエンザ流行前の、体調の良いうちに接種を済ませて
おくことをお勧めします。

肺炎とは？

平成２７年度の定期接種の対象者

　細菌やウイルスなどが、体に入り込んで起こる肺の炎症で、症状としては、発熱や咳、痰、息苦しさ、胸
の痛みなどがあります。
　体力や抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染を起こしやすく、普段元気に暮らしている方でも、持病
の悪化や体調不良などをきっかけに感染する可能性のある病気です。
　日常でかかる肺炎の原因で最も多いのが「肺炎球菌」によるものです。

①、②のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。
①平成27年度に下記の年齢になる方・・・下記生年月日の方は次年度以降対象となりません。

６５歳（昭和25年4月2日～ 26年4月1日） 　７０歳（昭和20年4月2日～ 21年4月1日）

７５歳（昭和15年4月2日～ 16年4月1日） 　８０歳（昭和10年4月2日～ 11年4月1日）

８５歳（昭和 5年4月2日～ 6年4月1日） 　９０歳（大正14年4月2日～ 15年4月1日）

９５歳（大正 9年4月2日～ 10年4月1日） １００歳（大正 4年4月2日～ 5年4月1日）

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方

実施期間 平成２８年２月２９日（月）まで　(外来のある日)　※１日約５名まで

会　 場 乙部町国民健康保険病院

個 人
負 担 金

１回接種　３，０００円　
※生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
※接種料金８，１１０円のうち、町より５，１１０円を助成しています。

申　 込 申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話　６２－２３１１

そ の 他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項をお送りします。
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お父さん＝

田畑　孝典さん
お母さん＝

麻衣子さん
わたしは

　１歳４ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　すずという言葉の響きが可
愛かったので、それに合う漢
字をあてました。

両親の願い＝

　ただ元気に成長してくれた
ら、それだけで幸せです。

お父さん＝

　　　　　菊地　善朗さん
お母さん＝　　　

敦子さん
ぼくは

　１歳４ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　皆から呼ばれやすい響きと
明るい未来が開けるように。

両親の願い＝

　のんびりと健やかに、皆か
ら愛される人になってほし
い。

田畑　　涼
すず

ちゃん

（滝　　瀬）

菊地　門
もん

次
じ

くん

（花　　磯）

  北海道では、妊娠を希望する出産経験のない女性等を対象に風しん抗体検査料を助成します。 
○対 象 者　乙部町に在住の方のうち
　　①妊娠を希望する出産経験のない女性
　　②妊娠を希望する出産経験のなく、かつ抗体のできない女性の配偶者（事実上婚姻関係のあるものも含む）並びに同居者
　　③妊婦（抗体価の低い）の配偶者並びに同居者
　　※ ただし、「過去に風しん抗体検査を受けたことがある」、「過去に２回の風しんの予防接種を受けている」「検査により風し

んと判断されたことがある」方は除きます。
○実施内容  一旦協力医療機関に支払った後、風しん抗体検査費用を助成します。
○助成金額　検査方法によって変わります。
　　ＥＩＡ法　６, ６９０円
　　ＨＩ法　　５, ２５０円（どちらかの検査方法により１回のみ）を限度として助成します。
○申請書類　提出先（郵送可。但し提出締切日必着。）
　　北海道江差保健所　（住所：江差町字本町63　電話：52-1053）
　　【必要書類】
　　　・北海道風しん抗体検査事業補助金交付申請書
　　　・領収書
　　　・ 住所地を証明する書類の写（健康保険証写、運転免許証写、はがき写等。なお、同居者の場合は、ご自分の住所地と対

象女性の住所地を証明する書類の写の提出が必要）
○助成対象検査期間　平成２７年８月３日～平成２８年３月１０日まで
○申請書提出期限　平成２８年３月１５日必着
○協力医療機関　北海道のホームページ又は江差保健所にお問い合わせください。

先天性風しん症候群予防のため抗体検査料を助成します

　

元
町
第
二
町
内
会
で
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
を
受
け
、
出

車
装
飾
・
提
灯
・
音
響
設
備
等
の

山
車
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
全
国
宝
く

じ
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
し
た
も
の
で
、
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
推
進
す
る

と
同
時
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
助
成
事
業
で
、
よ
り
地

域
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
で
山
車
改
修

▲元町二稲荷山 〔8〕



9月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 8
   30

 8
   31 1 可燃ごみ

①地区 2 不燃ごみ
①地区 3 可燃ごみ

②地区 4 可燃ごみ
①地区 5

乙部小学校開校記念日 サロン「とよはな」
(豊セ 午後1時～ )
ヒブワクチン予防接種
(国保 午後1時30分～)
不活化ポリオ予防接種
(国保 午後1時30分～ )

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )
ウォーキング講座
(町館 午後5時30分～ )

6 7 可燃ごみ
②地区 8 可燃ごみ

①地区 9 不燃ごみ
②地区 10 可燃ごみ

②地区 11 可燃ごみ
①地区 12

休日当番医
上ノ国診療所

すこやかロードを歩こうinおとべ
(元交 午前10時～ )
町制施行５０周年記念

「町民ふれあいまつり」
(道乙港 午前10時30分～午後8時)

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)
おたっしゃ体操教室
(栄ふ 午後1時30分～ )

1歳6か月児、3歳児健診
(交流 午後1時～ )

おたっしゃ体操教室
(ゆ里 午後1時30分～ )

13 14 可燃ごみ
②地区 15 可燃ごみ

①地区 16 不燃ごみ
①地区 17 可燃ごみ

②地区 18 可燃ごみ
①地区 19

休日当番医
道立江差病院

鳥山地区敬老会
(ゆ里 午前11時～ )

女性の健康相談
(江保 午後1時～ )
四種混合予防接種
(国保 午後1時30分～)
こころの健康相談
(江保 午後3時～ )

赤ちゃん相談・健診
(ケア 午後1時～ )
ブックスタート
(ケア 午後1時～ )

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )
麻しん風しん予防接種（1歳児対象）
(国保 午後1時30分～ )
BCG接種
(国保 午後1時30分～ )

健康相談
(三愛 午前9時～ )
(三研 午前9時40分～ )
ぴよぴよ広場（離乳食教室）
(栄ふ 午前10時～ )
本町地区敬老会
(町館 午前11時～ )

管内スポーツ少年団剣道交流大会
(町体 午前9時～ )

20 21 22 23 不燃ごみ
②地区 24 可燃ごみ

②地区 25 可燃ごみ
①地区 26

休日当番医
乙部町国保病院

元町地区敬老会
(交流 午前11時～ )
元和地区敬老会
(元交 午前11時～ )

休日当番医
厚沢部町国保病院

豊浜地区敬老会
(豊セ 午前11時30分～ )

休日当番医
道立江差病院

休日当番医
佐々木病院

町制施行５０周年記念
「縁桂森林フェスティバル」
(縁公 午前10時～ (予定))

おたっしゃ体操教室
(元交 午後1時30分～)

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

みたい！よみたい！絵本とかみしばい！
(公民 午前10時～ )

27 28 可燃ごみ
②地区 29 可燃ごみ

①地区 30 不燃ごみ
①地区

10
　 1

10
　 2

10
　 3

休日当番医
道立江差病院

健康相談
(ゆ里 午後１時30分～ )

姫川おしゃべりサロン
(姫ふ 午後1時～ )
肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
(国保 午後1時～ )
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)

健診結果説明会
(町館 午前9時～ )

会
場
・
場
所
省
略

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所

(町館) 町民会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館

(豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館

(交流) 生きがい交流センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター

(姫ふ） 姫川ふれあいセンター
(公民) 公民館

（町体） 町民体育館
（元交） 元和交遊館
（縁公） 縁桂森林公園

（道乙港）道道乙部港線

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第306号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

八
月
十
四
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
成
人
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、

町
内
在
住
者
の
ほ
か
、
帰
省
者
を

合
わ
せ
た
三
十
一
名
の
新
成
人
の

門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
式
典
に

先
立
っ
て
実
施
し
た
町
内
視
察
で

は
、
災
害
用
備
蓄
パ
ン
な
ど
を
製

造
す
る
栄
浜
の
あ
す
な
ろ
工
場
や

水
産
加
工
会
社
の
笹
谷
商
店
の
ほ

か
、
母
校
の
中
学
校
を
訪
れ
、
郷

土
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
中
川
委
員
長

が
「
希
望
と
活
気
に
満
ち
た
新
し

い
時
代
を
築
い
て
下
さ
い
。
」
と

式
辞
を
述
べ
、
寺
島
町
長
と
大
坂

議
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
成
人

を
代
表
し
て
能
代
涼
太
さ
ん
と
菊

谷
真
里
さ
ん
が
「
地
域
社
会
発
展

の
た
め
努
力
し
ま
す
。
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
交
歓
会
で
は
、
友
人

と
の
久
し
振
り
の
再
会
を
楽
し
み
、

教
育
委
員
会
と
選
挙
管
理
委
員
会

が
用
意
し
た
中
学
時
代
の
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
と
、
保
育
園
卒
園
式
に

発
表
し
た
「
将
来
の
夢
」
の
映
像

を
懐
か
し
む
よ
う
に
見
入
り
、
夢

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

  

～
乙
部
町
成
人
の
つ
ど
い
～

コ
ー
ヒ
ー
の

美
味
し
い
淹
れ
方

地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
健
全
育
成

読
書
活
動
の
推
進

　

七
月
十
四
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
公
民
館
講
座
「
コ
ー
ヒ
ー
の

お
い
し
い
淹
れ
方
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
コ
ー
ヒ
ー

マ
イ
ス
タ
ー
で
珈
琲
文
庫
の
川
崎

宏
氏
（
函
館
市
在
住
）
で
、
定
員

い
っ
ぱ
い
の
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
座
は
、
講
師
が
淹
れ
る

カ
フ
ェ
ラ
テ
の
お
も
て
な
し
か
ら

始
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
、
産

地
や
豆
の
挽
き
方
、
保
存
方
法
、

ド
リ
ッ
プ
で
の
お
い
し
い
淹
れ
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
講

師
が
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
持

ち
帰
り
、
自
宅
で
も
美
味
し
く
味

わ
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
成
を
目
的
に
、
青
少

年
健
全
育
成
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
、
少

年
補
導
員
、
社
会
教
育
委
員
等
が

参
加
し
ま
し
た
。
江
差
警
察
署
の

米
山
係
長
か
ら
最
近
の
青
少
年
の

非
行
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

頂
い
た
後
、
町
教
育
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
中
村
氏
を
座
長
に
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
交
換
会

で
は
、
お
祭
り
や
地
域
行
事
な
ど

を
通
し
て
地
域
の
連
帯
感
を
強
め
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
子
ど
も
達

の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
九
日
、
公
民
館
主
催

の
「
第
二
回
小
学
生
ビ
ブ
リ
オ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
小
学

校
五
・
六
年
生
の
五
十
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ビ
ブ
リ
オ
大
会
は
、

お
薦
め
本
を
紹
介
し
合
う
こ
と
を

通
し
て
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
参
加
し
た

児
童
は
十
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
本
を
紹
介

し
合
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
中

で
投
票
を
行
い
、
一
番
読
み
た
く

な
っ
た
本
が
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ン
プ

本
に
選
ば
れ
、
十
人
の
代
表
者
が

全
員
の
前
で
一
人
ず
つ
発
表
し
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

９月の「ウォーキング講座」は３日（木）17：30～
町民会館前集合です。
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七
月
二
十
日
、
町
制
施
行
五
〇

周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
第
三

弾
と
な
る
「
成
田
郁
久
美
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
が
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
団
と
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

成
田
氏
（
旧
姓 

大
懸
）
は
ア

ト
ラ
ン
タ
と
ア
テ
ネ
の
二
度
の
五

輪
出
場
経
験
が
あ
る
元
全
日
本
代

表
選
手
で
、
現
在
は
各
地
で
後
進

の
指
導
に
当
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
）
を
中
心
に

　

七
月
三
十
日
、
館
浦
温
泉
公
園

に
お
い
て
、
街
か
ど
美
術
館
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
「
生い

の
ち命
の
揺ゆ

り

籃か
ご

」
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品

は
、
日
展
特
選
受
賞
者
で
鋳
金
造

形
家
の
中
川
眞
一
郎
氏
（
栄
浜
在

住
）
に
よ
っ
て
二
年
が
か
り
で
制

作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

町
の
発
展
を
願
う
町
民
の
篤
志
を

よ
り
具
体
的
な
も
の
に
生
か
そ
う

と
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
「
ふ
る

さ
と
文
化
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

温
泉
美
術
館
い
こ
い
の
湯
に
通
じ

る
道
路
沿
い
に
設
置
し
た
も
の
で
、

今
回
は
五
基
目
と
な
り
、
株
式
会

社
Ｃ
Ａ
Ｃ
会
長
山
田
二
郎
氏
の
寄

付
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
是
非
、
街
か

ど
美
術
館
の
芸
術
作
品
を
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。

【
街
か
ど
美
術
館
の
作
品
】

（　

）
は
制
作
者

微
風
（
中
川
眞
一
郎
氏
）

萌
（
折
原
久
左
衛
門
氏
）

森
の
標
（
鈴
木
丘
氏
）

風
の
な
か
ま
（
峯
田
義
郎
氏
）

生
命
の
揺
籃
（
中
川
眞
一
郎
氏
）

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

成
田
郁
久
美
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

新
し
い 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
生い

の

ち命
の
揺ゆ

り

籃か
ご

」
除
幕
式
を
挙
行

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
の
技
術
指
導
を

受
け
る
ほ
か
、「
味
方
・
相
手
選

手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
ボ
ー
ル
の
動

き
な
ど
声
を
出
し
合
っ
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
で
お
互
い
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
声
を
出

す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
指
導
を
受
け
る

の
は
め
っ
た
に
無
い
貴
重
な
体
験
。

今
後
の
大
会
な
ど
に
教
わ
っ
た
こ

と
を
活
か
し
た
い
。」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【 一 般 向 け 】
●なりたい （畠中　恵）
●花燃ゆ3 （ＮＨＫ出版）
●怪獣の夏はるかな星へ （小路　幸也）
●負けるもんか （阿川　佐和子）
●罷嵐 （吉村　昭）
●北陸新幹線鉄旅ガイド　完全保存版 （ＪＴＢ）
●実際に使ってみました！感激の100円グッズ （日本文芸社）
●円空の生涯 （長谷川　公茂）
●「どうして私ばっかり・・・」と思ったときに読む本 （石原 加受子）
●70歳をすぎた親が元気なうちに読んでおく本 （永峰　英太郎）

【幼児・児童向け】
●伊達政宗 （加来　耕三）
●武器の世界地図 （21世紀研究会）
●卑怯者の島　戦後70年特別企画  （小林よしのり）
●おばあさんのしんぶん （松本 春野）
●よんでよんで （ときわ ひろみ）
●インサイド・ヘッド （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

図書室の新刊おすすめ紹介

北海道中学校体育大会各競技に出場
　乙部町で開催された剣道大会をはじめ、水泳、陸上競技
で乙部中学校の生徒 7 名が全道大会への出場を果たしまし
た。入賞することはできませんでしたが、いずれも大健闘
でした。

全道大会で優勝！
【第３３回北海道小学生陸上競技大会】

　　　　　　7 月 25・26 日（千歳市青葉陸上競技場）
　■ 5 年女子 4 × 100 ｍリレー　
　　優　勝　厚沢部アスレチッククラブ　56 秒 94
　　　　　　瀧澤七菜（乙部小学校）ほか

９月の「みたい！よみたい！絵本とかみしばい！」は２６日（土）10：00～
公民館図書室です。（協力：館浦婦人会読み聞かせの会）
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９月２１日（月）～３０日（水）は秋の全国交通安全運動期間です

　

九
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
９
月
４
日
（
金
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
９
月
15
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　９月外来診療日程表 午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

上
ノ
国
診
療
所

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

乙
部
町
国
保
病
院

厚
沢
部
町
国
保
病
院

道
立
江
差
病
院

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

休
診

野
村

野
村

野
村

午
後

村
瀬

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

奈
良

野
村

奈
良

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

戦没者等のご遺族の皆様へ

第10回特別弔慰金が支給されます
　戦後７０周年に当たり、国として改めて弔慰の意を表するため、戦
没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）が支給されます。

●�支給対象者　戦没者の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基
準日）において「公務扶助料」や「遺族年金」等を受ける方（戦没
者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺
族お一人に支給。

　１． 平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による
弔慰金の受給権を取得した方

　２．戦没者の子
　３．戦没者等の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　※ 戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満た

しているかどうかにより順番が入れ替わります。
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　※ 戦没者の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方

に限ります。
●支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債
●請求期間　平成３０年４月２日まで
　 　請求期間を過ぎると第１０回特別弔慰金を受けることができなく

なりますので、ご注意ください。
●お問い合わせ先　町民課福祉係（電話６２－２３１１）

　　檜山振興局では、障がい者福祉の周知を目的として、次の
イベントを開催します。
期　　　間：平成27年９月７日（月）から９月11日（金）まで
時　　　間：10時から16時まで（パンの販売は11時～完売時終了）
場　　　所：北海道檜山振興局内１階ロビー、４階講堂
内　　　容：障がい者就労支援事業所による展示・販売など
連　絡　先：檜山郡江差町字陣屋町３３６－３
　　　　　　檜山振興局保健環境部社会福祉課
　　　　　　電話：52-6651　　　堀田

北海道立江差高等看護学院
平成28年度入学生募集

生活と就労などの不安や悩み事についてご相談下さい

　恵まれた自然と歴史・伝統を誇る江差の町で看護師を目指しませ
んか！
　北海道立江差高等看護学院では、平成28年度の入学生を募集し
ています。
　受験区分：一般入学・推薦入学・社会人入学
　募集定員：合計40名（推薦・社会人入学試験を含む）
　試験日程： （一　般） 平成28年１月７日（木）～８日（金）
 （推・社） 平成27年10月21日（水）
　出願期間： （一　般） 平成27年11月27日（金）～12月10日（木）
　（消印有効） （推・社） 平成27年９月１日（火）～９月14日（月）
　募集要項： 募集要項及び出願に必要な各書類は、本学院窓口で配

布しているほか、ホームページでも閲覧・ダウンロー
ドできます。インターネットが利用できない場合は、
電話でお問い合わせください。

【問合せ先】北海道立江差高等看護学院（☎52-1417)
　��������������http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/ekg/　

　生活就労サポートセンターひやま」は、北海道檜山振興局からの委託を
受けて、「仕事を失うおそれがある、または既に失っており生活に困って
いる方など、経済的に困窮し、今後の生活に不安を感じている方」のご相
談をお受けするところです。檜山管内（江差町、上ノ国町、乙部町、厚沢
部町、今金町、せたな町、奥尻町）にお住みの方が対象となります。

まずはご相談を　相談無料！

①お気軽に電話や、メールで

②一緒に課題を整理

③一緒に解決プランを作ります

　「生活就労サポートセンターひやま」

住所　043-0043　江差町字本町101―1

　　　あすなろ新地センター横　　

電話番号　５４－６３００

Ｆ Ａ Ｘ　５４―６３０１

　E-mail  hiyama@hif.or.jp

ひやまshowがいウィーク2015
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９月の診療予定です

平成２７年国勢調査が始まりますのでご協力お願いします

精神科 　坂田　 太（さかた ふとし）

整形外科 　吉本 正太（よしもと しょうた）

外来診療体制

整 形 外 科
午前 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 火と水曜日（水曜日は9日のみ）

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日

外 科 午前 月から金曜日
小 児 科 午前 月から金曜日

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前 1日.2日.9日.10日.15日.16日.24日.29日.30日
午後 9日

眼 科 午前 3日.17日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 2日.16日.30日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科  4日.18日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　前任地の札幌医科大学附属病院
神経精神科より参りました坂田と
申します。江差は桜の時期に一度
訪れてたことがございますが風情
ある街並みに大変感動したことを
覚えております。専門は精神科領
域全般です。時間があれば道南の
各地を巡りたいと考えております。
どうぞ宜しくお願い致します。

前任地：砂川市立病院
江差の印象：風が強い
専門及び関心ある領域：肩
患者さんへ一言：よろしく御願いい
たします。

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集して
おります。５２－００３６（内線２０２）総看護師長 中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）薬剤師・診療放射線技
師も募集しております。

新任医師紹介

ねんきんの窓

　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出し
た個人情報を削除してあげる」と持ちかけてくる者が現れています。

● 日本年金機構から、この件でお客様に電話やメールで連絡することは
一切ありません。

　 　なお、流出が確認された方への新しい基礎年金番号は郵送でお知ら
せします。

● 日本年金機構が、この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求す
ることは一切ありません。

● 日本年金機構が、この件でお客様にＡＴＭの操作をお願いすることは
一切ありません。

　
　ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専用
電話窓口またはお近くの年金事務所へご相談ください。

「年金情報流出」を口実にした犯罪に注意！ 国民年金保険料
「１０年の後納制度」は

９月３０日まで
　過去１０年間に納め忘れた国民年金

保険料を納付することで将来の年金額

を増やすことができる「１０年の後納

制度」は、平成２７年９月３０日をもっ

て終了します。

　後納制度を利用するには、申し込み

が必要です。詳しくは「国民年金保険

料専用ダイヤル」（０５７０－０１１

－０５０）またはお近くの年金事務所

へお問い合わせください。

日本年金機構　専用電話窓口（通話料は無料）

０１２０－８１８２１１
受付時間　８：３０～２１：００（平日及び土日）

〔13〕



編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝７月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,925（- ６）〈- ５〉

人 口 4,000（- ８）〈-10 〉

男 1,845（- ６）〈- ９〉

女 2,155（- ２）〈- １〉

平成 27 年９月１日発行（第553号）

編 集・発 行　 乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒043-0103　北海道乙部町字緑町388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp

　

雨
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
と
、「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
の
和
名
と
い
う
の
が
あ

り
、「
鬼き

雨う

」「
山さ
ん

賊ぞ
く

雨あ
め

」「
篠し
の

突つ

く

雨あ
め

」「
婆ば
ば

威お
ど

し
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
他
県
の
夕
立
の
こ
と

や
方
言
だ
そ
う
で
、
日
本
ら
し
さ
を

感
じ
る
か
っ
こ
い
い
雨
の
名
前
だ
な

と
思
い
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
多

い
八
月
・
九
月
に
雨
が
降
る
と
困
る

の
で
雨
は
大
っ
嫌
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
収
穫
の
秋
、
新
米
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
！

９月は国民健康保険税〈第３期〉固定資産税〈第３期〉の納期限です

　

先
日
、
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
を

実
際
に
採
集
す
る
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

乙
部
町
に
は
何
十
年
も
前
か
ら

養
蜂
家
さ
ん
が
来
て
は
ち
み
つ
を

採
っ
て
お
り
、
魚
つ
き
の
森
づ
く

り
協
議
会
で
は
そ
の
養
蜂
家
さ
ん

が
乙
部
町
内
で
採
っ
た
は
ち
み
つ

だ
け
卸
し
て
も
ら
い
、
製
品
に
し

て
い
る
の
が
「
お
と
べ
の
は
ち
み

つ
」
に
な
り
ま
す
。

　

は
ち
み
つ
は
蜂
が
集
め
た
花
粉

に
よ
っ
て
味
が
変
わ
り
、
一
般
に

商
品
の
ラ
ベ
ル
を
見
る
と
、
ア
カ

シ
ア
や
ト
チ
以
外
に
も
、
ク
ロ
ー

バ
ー
、
菩
提
樹
（
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
）、

ミ
カ
ン
、
菜
の
花
な
ど
が
書
い
て

あ
り
、
こ
れ
ら
は
主
に
一
種
類
の

花
粉
で
出
来
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
花
粉
の
種
類
に
こ

だ
わ
ら
な
い
の
が
百
花
蜜
や
野
山

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
乙
部
町
内
で

は
ト
チ
と
ア
カ
シ
ア
の
二
種
類
の

は
ち
み
つ
し
か
採
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ト
チ
と
ア
カ
シ
ア
は

花
が
咲
く
時
期
が
非
常
に
近
く
、

重
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

乙
部
町
に
来
て
い
る
養
蜂
家
さ
ん

は
極
力
狙
っ
た
花
以
外
の
花
粉
が

混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
、
天
候
や
気

温
、
花
の
生
育
状
況
か
ら
花
粉
が

取
れ
る
時
期
を
細
か
く
計
算
し
純

粋
な
も
の
が
出
来
る
よ
う
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
町
内
で
は
姫
川
・
栄
浜
、

鳥
山
、
元
和
、
三
ツ
谷
で
は
ち
み

つ
を
採
っ
て
お
り
、
六
月
下
旬
か

ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
の
二
週
間

ほ
ど
が
も
っ
と
も
ピ
ー
ク
の
時
期

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
蜂
の
群
が
入
っ
て

い
る
巣
箱
を
十
五
～
三
十
箱
ほ
ど

等
間
隔
に
並
べ
て
置
き
、
熊
よ
け

の
防
護
柵
を
張
っ
て
準
備
し
ま

す
。

　

ひ
と
つ
の
巣
箱
の
中
に
は
六
～

八
個
の
木
枠
が
入
っ
て
お
り
、
そ

の
木
枠
を
取
り
出
す
と
お
な
じ
み

の
六
角
形
の
小
さ
な
巣
穴
が
び
っ

し
り
詰
ま
っ
て
お
り
、
は
ち
み
つ

や
蜂
の
子
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

湿
気
な
ど
の
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
に
そ
れ
ら
の
小
さ
な
巣
穴
は

フ
タ
を
さ
れ
て
い
て
、
僕
は
そ
の

フ
タ
を
包
丁
で
切
り
取
り
、
中
の

は
ち
み
つ
が
遠
心
分
離
機
で
ま
わ

し
た
と
き
に
う
ま
く
こ
ぼ
れ
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
作
業
を
主
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

木
枠
の
側
面
に
長
い
包
丁
を
沿

わ
せ
、
綺
麗
に
ふ
た
の
部
分
だ
け

を
切
り
取
る
の
が
難
し
く
、
慣
れ

て
い
る
と
刃
を
い
れ
る
回
数
も
少

な
く
無
駄
が
な
い
よ
う
に
均
一
に

切
り
取
れ
ま
す
が
、
僕
は
一
回
で

は
綺
麗
に
切
り
取
れ
ず
、
平
面
に

す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

作
業
す
る
場
所
は
巣
箱
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
、
ミ
ツ
バ
チ
に
刺

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
蜂
が
一
番
興
奮
す
る
巣
箱
か

ら
木
枠
を
取
り
出
す
作
業
を
し
て

い
る
と
、
つ
な
ぎ
の
上
か
ら
や
ゴ

ム
手
袋
の
隙
間
の
手
首
な
ど
を
刺

さ
れ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

「
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
」
を
販
売

す
る
際
の
説
明
な
ど
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
産
業
振
興
担
当
　
井
尻
　
旭
美

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.13

中
川
権
之
丞
さ
ん（
93
歳
）緑　

町

寺
島　

ト
キ
さ
ん（
98
歳
）元　

町

近
藤　

圭
子
さ
ん（
91
歳
）元　

町

津
田　

渚な

月つ
き

ち
ゃ
ん（
貴
英
・
香
・
女
の
子
）
緑
町

７
月
15
日　

～
８
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い

　

東
京
お
と
べ
会
一
同

二
万
二
千
四
百
八
十
一
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

井
口　

政
次
さ
ん
（
千
葉
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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